
第367回大学院医学系研究科・非介入等研究倫理委員会（Aチーム）議事要録

日　時 2018年12月03日（月）15:00～15:45
場　所 教育研究棟１３階　第７セミナー室
出席者 中島副委員長、大須賀副委員長、阿部、住谷、廣瀬、星、久米、村山、神出、仲上、瀧本、桑嶋、佐

伯、松留、水野　各委員
欠席者 赤林委員長、窪田委員
陪席者 渡邉、深田、山﨑、平戸 

〇委員長不在につき、委員会の議事進行を副委員長（大須賀副委員長）が行った。

○前回の委員会議事要録の確認が行われた。

○報告事項
1.既に承認されている案件について、軽微な変更と認め委員長一任で承認した報告が行われた。

番号 申請者 所属 職名 研究課題

11798-(1) 大門 雅夫 検査部 講師 弁膜症に対する診断・予後に関する後ろ向き観察研究

11261-(2) 住谷 昌彦 緩和ケア診療部 准教授 術後せん妄の診断バイオマーカーの有用性に関する研
究（多施設共同前向き観察研究）

11308-(3) 石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 大腸疾患における脂質性メディエーターの機能の解明
(多施設共同前向き観察研究)

11707-(1) 窪田 直人 病態栄養治療部 准教授 栄養指導における診療録等のデータベースを利用した
後ろ向き研究

12017-(1) 森 繭代 女性診療科・産
科

特任講師
（病院）

臨床検体の初代培養法を応用した子宮頸癌前癌病変の
持続と進展の機序解明に関する研究

0343-(7) 清水 潤 神経内科 准教授 ヒト組織を用いた脳神経疾患の病因の解明・治療法の
開発に関する研究

0344-(6) 清水 潤 神経内科 准教授 ヒト剖検組織を用いた脳神経疾患の病因の解明・治療
法の開発に関する研究

11485-(4) 武村 雪絵 看護管理学 准教授 潜在看護職の復職および就業継続に関する研究

11941-(3) 佐藤 雅哉 検査部 助教 機械学習技術を用いた、病変画像からの質的診断モデ
ルの構築と検討

2270-(3) 山道 信毅 予防医学セン
ター

センター
長

胃粘膜ＤＮＡメチル化レベルを用いた内視鏡的粘膜下
層剥離術（ESD）施行後の異時性多発胃がん発生予測
に関する前向き研究

2381-(6) 深山 正久 病理部・人体病
理学・病理診断
学

教授 ティッシュアレーを用いた癌関連遺伝子の病理組織学
的解析

2291-(2) 前田 恵理子 コンピュータ画
像診断学／予防
医学寄付講座

特任助教 画像診断における低出現頻度所見の検出精度向上に関
する研究

10779-(2) 吉内 一浩 心療内科 准教授 摂食障害の臨床上の経済的課題の探索（多施設共同前
向き観察研究）

10762-(3) 下坂 浩則 検査部 副臨床検
査技師長

データマイニング手法を用いた多項目自動血球分析装
置XNシリーズのリサーチ項目における診断意義の検討

3910-(2) 室野 浩司 大腸・肛門外科 助教 大腸癌腹膜播種の客観的評価方法に関する多施設共同
前向き観察研究（多施設共同研究）

11475-(4) 脇 嘉代 健康空間情報学
社会連携講座

特任准教
授

ＩＣＴシステム利用希望者に対する生活習慣自己管理
支援アプリの有効性の検証

11603-(1) 牛久 哲男 病理部・人体病
理学・病理診断
学

准教授 AI 等の利活用を見据えた病理組織デ
ジタル画像（WSI）の収集基盤整備と病
理支援システム開発

11163-(2) 中島 淳 呼吸器外科 教授 透析患者の肺癌切除成績に関する多施設後ろ向き観察
研究（多施設共同後向き観察研究）

11902-(1) 脇 嘉代 健康空間情報学
社会連携講座

特任准教
授

生活習慣病ハイリスク者に対する身体活動促進のため
の目標設定支援・自動フィードバック機能を強化した
自己管理支援ICTシステム（スマートフォンアプリ



ケーション）の有効性と安全性の検証：システム開発
とランダム化比較試験

2094-(14) 笠井 清登 精神神経科 教授 血液・唾液・尿中のタンパク・アミノ酸解析による精
神神経疾患の成因に関する基礎的研究

11546-(3) 星 和人 ティッシュ・エ
ンジニアリング
部

教授 iPS細胞由来軟骨細胞を用いた軟骨疾患再生治療法の
開発拠点

2.追加申請について、委員長一任で承認した。

番号 申請者 所属 職名 研究課題

3333-147 石原 有理 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
（包括申請）
腫瘍マーカー・ホルモン測定における多機種多試薬評
価（追加申請）

3333-149 森田 賢史 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬及び測定機器の評価(包
括申請)
便潜血測定システムの臨床性能評価に関する研究

○議事
1. No.2018055NI（新規）　浅野 善英（皮膚科・准教授）「本邦皮膚科領域における好酸球性筋膜炎の実態調

査」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

2. No.2018076NI（新規）　一原 直昭（医療品質評価学社会連携講座・特任助教）「高齢者状態像の経時的変化
の分類および関連要因の検討」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

3. No.2018066NI（新規）　瀬戸 泰之（胃・食道外科・教授）「cStageⅡ/Ⅲ食道癌に対する術前ドセタキセル＋
シスプラチン＋5-FU（DCF）療法の効果に対し、腸内細菌叢が与える影響を検討する観察研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

4. No.12061（新規）　小林 寛（整形外科・脊椎外科・助教）「蛍光プローブによる骨軟部腫瘍の検出」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
副委員長（大須賀副委員長）及び自然科学の有識者である委員（廣瀬委員）より、研究対象とされる試料の収
集時期、及び申請書における観察の種類の記載について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

5. No.2018092NI（新規）　近藤 健二（耳鼻咽喉科・頭頸部外科・准教授）「ヒト鼻粘液の物質組成の網羅的解
析に関する多施設共同研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
副委員長（大須賀副委員長）より侵襲の程度について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

6. No.2018099NI（新規）　武村 雪絵（看護管理学・准教授）「看護職員確保対策に向けた看護職及び医療機関
等の実態調査：医療機関等調査」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
副委員長（大須賀副委員長）より調査対象について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

7. No.2018091NI（新規）　山田 詠子（看護部・看護師）「ロービジョン看護マニュアルの看護介入後評価」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
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審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

8. No.12029（新規）　大江 和彦（企画情報運営部・教授）「診療ガイドラインに基づく高血圧患者の診療支援
システムの開発研究」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
副委員長（大須賀副委員長）、人文・社会科学の有識者である委員(佐伯委員)及び自然科学の有識者である委
員（廣瀬委員）より、研究対象及び同意取得の方法について質問があり、内容の確認を行った。自然科学の有
識者である委員（久米委員、廣瀬委員）より、研究目的及び評価項目について質問があり内容の確認を行っ
た。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

9. No.2018090NI（新規）　一原 直昭（医療品質評価学社会連携講座・特任助教）「搬送距離および天候を含む
時空間因子と急性大動脈症候群の手術症例の予後との関連の検討」
担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、特に問題は無く内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認することとなった。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

以　上　　　
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